
大 和 市 教 育 委 員 会 １ 月 定 例 会  

 

日 時  令和４年１月２７日 

     午前１０時００分 

場 所  教育委員会室 

１ 開 会 

２ 会 議 時 間 の 決 定 

３ 会議録署名委員の決定 

４ 教 育 長 の 報 告  

５ 議 事 

日程第１（議案第１号） こども読書よむ読むプラン（案）について（諮問） 

日程第２（議案第２号） 令和３年度大和市教育委員会表彰被表彰者の決定に 

ついて 

６ そ の 他 

７ 閉        会 

 



教育委員会１月定例会 教育長報告      令和４年１月２７日（木） 

 

(１) 前月定例会以降の動き  

1. ２０２２やまと成人式 

2. 不登校を考えるフォーラム 

 

                                                                

1/10（月）10:30   文化創造拠点シリウス 

1/22（土）14:00   オンライン 

(２) 新型コロナウイルス感染防止対応報告 

・１月１１日には、全小中学校で３学期の始業式がとりおこなわれました。 

・１月に入って感染が拡大し、児童生徒の感染報告が続いています。 

・学校での感染を防止するため、濃厚接触者が特定できていない場合や、複数の感染者が確認され

た場合は、躊躇なく学級閉鎖等の措置をとっております。1月に入って、1月 25日現在、学級閉

鎖は 20 学級にのぼっています。 

・今後も、保健所と連携しながら、迅速な対応に心掛けたいと思います。 

・また、給食調理従事者１名の感染もあったことから、教職員の感染防止もさらに徹底してまいり

ます。 

・１月２１日に「まん延防止等重点措置」が神奈川県に発出されたことから、各学校では行事等の

見直しを進めております。 

・前月教育委員会定例会以降の感染者数は、1 月 25日 17：00時点で、児童生徒 144人で、教職員

の感染者は 2人でした。これで感染者合計は、児童生徒 368人、教職員 16人となりました。 

 

 

(３) 次月定例会までの予定 

1.県央教育事務所管内教育長会議  

2.第 2回県・市町村教育委員会教育長会議 

3.第 47回大和市スポーツ人の集い 

2/ 4（金）15:00  厚木合同庁舎 

2/ 9（水）15:00   オンライン参加 

2/11（金）14:00   文化創造拠点シリウスメインホール 

 



 

議案第１号 

 

こども読書よむ読むプラン（案）について（諮問） 

 

こども読書よむ読むプラン（案）にかかわる大和市社会教育委員会議への諮問に

ついて、審議願いたく提案する。 

 

令和４年１月２７日提出 

 

     大和市教育委員会  

教育長 柿 本 隆 夫 



 



令和４年１月  日 

 

   大和市社会教育委員会議 

   議 長 丸田 昭文 殿 

 

大和市教育委員会 

教育長 柿本 隆夫 

 

こども読書よむ読むプラン(案）について（諮問） 

 

 こども読書よむ読むプラン(案）について、別添のとおり策定したいので、貴会議の意見

を求めます。 

 

 

 

（策定理由） 

「子どもの読書活動の推進に関する法律」に基づく、本市における第３次大和市子ども

読書活動推進計画として位置づけられる「こども読書わくわくプラン」の計画期間が令和

３年度で終了することから、次期計画となる「こども読書よむ読むプラン」を策定するも

のです。 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

こども読書よむ読むプラン  

（第４次大和市子ども読書活動推進計画）（案） 
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・施策目標１ 読書の楽しさや大切さを伝える 

・施策目標２ こどもを読書に導く場をつくる 

・施策目標３ こどもの読書活動をみんなで支える 

・評価指標 

 

  【本計画における語句の定義】 

子ども：０歳から１８歳までの子ども。 

※固有名詞や標題の場合「こども」と表記されることがあります。 

読書活動：本を読むこと、読み聞かせを聞くこと、本について話すこ

と、図書施設を利用すること等の読書に関する活動。 

ボランティア：子どもの読書活動に関わる奉仕活動を行う人。 
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１ 計画策定にあたって  

○計画策定の背景・目的 

大和市は、子どもたちが読書活動を通じて、健やかに成長できるよう、2017 年（平

成 29 年）に「こども読書わくわくプラン（第 3 次大和市子ども読書活動推進計画）」を

策定しました。 

この間、本市では、新たな図書関連施設として、2018 年（平成 30 年）に市北部に

中央林間図書館が開館し、北部、中部、南部の 3 つの図書館を拠点とした読書環

境の整備を進め、また、家庭、地域、学校等と連携を図りながら、さまざまな取組を

実施してきました。 

その一方で、スマートフォン等の普及や、それを活用したインターネット、ＳＮＳ等の情

報通信ツールの多様化、さらには、2019 年（令和元年）12 月に発生した新型コロナ

ウイルス感染症の影響により、子どもの読書を取り巻く環境は急速にかつ大きく変化し

てきています。 

こうした状況等を踏まえ、第 3 次計画の内容を見直し、時勢に合わせた読書活動

の一層推進を図るため「こども読書よむ読むプラン(第 4 次大和市子ども読書活動推

進計画)」を策定していくこととしました。 

 

○計画の位置づけ 

①子どもの読書活動の推進に関する法律に基づく計画 

子どもの読書活動の推進に関する法律第 9 条第 2 項では、市町村は、国、

県の計画を基本とし、当該市町村における子どもの読書活動の推進の状況等

を踏まえた計画（市町村子ども読書活動推進計画）を策定するよう努めることとさ

れています。 

本計画は、同法に規定する、市町村子ども読書活動推進計画としての位置

づけを持ち、施策の基本的方向と具体的な取組を示すプランです。 

②将来都市像の実現を支える計画 

健康都市やまと総合計画に示す将来都市像「健康都市 やまと」の実現の

ためには、将来を担う子どもたちの心身の健やかな成長が不可欠です。 

本計画は、総合計画に則して策定する個別計画として位置づけ、子どもの成

長に大きな役割を果たす読書活動の推進に取り組み、将来都市像の実現を支

えるためのプランです。また、大和市教育大綱を踏まえつつ、教育に関する各種

計画との整合を図るものとします。 
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③図書館城下町にふさわしい、豊かな読書環境の実現を目指す計画 

大和市は、市内全域に渡り「図書館 城下町」を旗印として、本や読書に関

わる施策の一層の充実を図っています。 

本計画は、図書館城下町を謳う自治体としてふさわしい、子どもたちの豊かな

読書環境の実現を目指すためのプランです。 

 

○計画の対象 

本計画が示す子どもは、0歳から概ね 18歳までの者を対象とします。 

 

○計画の構成と期間 

本計画は、本市の子どもの読書活動を推進するうえでの「基本理念」を掲げ、これ

を具現化するための施策目標と具体的な方策で構成します。 

計画の期間は、国及び県の計画期間に合わせ、2022 年度（令和 4 年度）から

2026年度（令和 8年度）までの 5年間とします。 

 

○計画の進行管理 

本計画は、実施計画を別に定め、その進捗状況を大和市子ども読書活動推進

会議で点検します。 

点検の結果は、既存の取組の見直しに用いるとともに、新たな取組を検討する際

の参考として活用します。 

 

＜計画期間と進行管理のイメージ> 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

計画期間 令和 4 年度～令和 8 年度 

実 施 計 画(毎年度点検) 
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２ 第３次計画期間における取組成果 

第 3 次計画である「こども読書わくわくプラン」では、「こどもの読書活動を手助けす

るひとづくり」、「こどもを読書に導く環境の整備」、「読書の楽しさや大切さを伝える取

組の促進」の 3つの基本方針のもとに施策を展開してきました。 

 

＜各基本方針における主な成果＞ 

 ●基本方針１「こどもの読書活動を手助けするひとづくり」 

 

 乳幼児期から家庭における子育てに絵本を取り入れてもらえるよう、ボランティア

による読み聞かせの体験とあわせて、親子に絵本をプレゼントするブックスタート事

業を実施しました。この事業は、2010 年（平成 22 年）から開始しているもので、毎

年、約２千組の親子に読み聞かせの大切さを伝えるとともに、「家読
う ち ど く

」についての

普及啓発に取り組んできました。 

  また、図書館や学習センター等での定期的なおはなし会や、子どもの発達段階

に応じたブックリストの作成、配布などを通して、子どもの読書の機会を増やすこと

を目指しました。 

子どもの読書活動を支援する読み聞かせボランティアの確保、育成に関しては、

継続的に入門講座やブラッシュアップ講座を開催しました。これらの講座には、第

3次計画がスタートした 2017年度（平成 29年度）からの 4年間で、666名もの市

民が参加し、講座の受講後は、市内のさまざまな場所で子どもの読書活動を支え

る担い手として活動しています。 
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●基本方針２「こどもを読書に導く環境の整備」 

 

第 3 次計画の期間では、2018 年（平成 30 年）に市北部の中央林間図書館

の開館、市南部の渋谷学習センター図書室の図書館化を実現し、「図書館 城

下町 大和市」を旗印に北・中・南部において、読書活動の拠点となる図書館の

3 館体制を確立しました。各図書館においては、常に新鮮で魅力ある資料の整備

と充実を目指し、児童書を中心に積極的に子ども向け図書を収集し、子どもがい

つでも読書活動を行える環境の整備に取り組みました。また、「子どもと本の距離

をできるだけ縮める」という発想のもと、市立図書館の蔵書の団体貸出の実施、リ

サイクルフェアでの図書館蔵書の提供を通して、児童館等の子どもの集まる施設

の蔵書の充実に努めました。 

  学校図書館については、子どもたちにとって使いやすく、魅力的な場所となるよう、

各校でさまざまな工夫を凝らした運営が行われました。2017 年度（平成 29 年度）

とコロナ前の 2019年度（令和元年度）を比較すると、生徒一人あたりの入館回数

は約 1.5 倍、本の貸出冊数は約 2.3 倍、教科学習における一学級あたりの学校

図書館活用回数は、約 3.5倍と大幅に増加しています。 

読書活動の推進に資する優れた取組を行った学校等に贈られる文部科学大

臣表彰は、現在までで、桜丘小学校、林間小学校、南林間小学校、文ケ岡小

学校、上和田中学校の 5校が受賞しています。 
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●基本方針３「読書の楽しさや大切さを伝える取組の促進」 

 

2016 年（平成 28 年）11 月に開館した大和市文化創造拠点シリウスに設置さ

れている、「こども図書館」では、子どもが利用しやすい表示と配架を行ったほか、

季節ごとにテーマを設定して展示の入れ替えを行い、年間を通じて多くの親子連

れで賑わいました。併設の屋内こども広場と融合した運営も展開し、子どもたちに

読書の楽しさや大切さを伝える取組を進めました。また、読書の楽しさを実感できる

読書イベントとして「大和市子ども読書フェスティバル」を実施しました。 

同じくシリウスに設置されているティーンズコーナーでは、中高生向けのおすすめ

の本や学校生活に関連する本を揃え、企画展示も併せて実施するなど、中学生、

高校生の関心を高める工夫を行いました。 

また、2020 年度（令和 2 年度）には、新型コロナウイルス感染症の影響により、

外出自粛を余儀なくされている子どもたちに、自宅で過ごす時間を読書に親しむ機

会に活用してもらおうと、5，000 円の図書カードを子ども全員に配付し、読書を楽し

むきっかけをつくるとともに、習慣化の推進につなげました。 
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３ こどもの読書活動を取り巻く状況と今後の対応 

子どもの読書活動を取り巻く社会の状況、本市が実施した「読書についてのア

ンケート調査」の結果を踏まえ、今後、本計画の推進にあたり、留意すべき事項

や課題を整理します。 

 

○学校段階とともに進む「読書離れ」 

 

子どもの「読書離れ」については、1990 年代から社会問題として取り上げられ、こ

れまでもさまざまな取組が行われてきました。 

しかし、国が策定した、第 4 次「子供の読書活動の推進に関する基本的な計

画」では、1カ月間に読んだ本が 0冊の不読者の割合は、小・中学生では、中長

期的には改善傾向にあるものの、学校段階が進むにつれて「読書離れ」が進む

傾向は変わらず、特に、高校生の不読率は依然として高いことを課題としています。 

本市が 2021年（令和 3年）1月に実施した「読書についてのアンケート調査（以

下 アンケート調査）」においても、小学生の 12.5％、中学生の 41.1％、高校生の

49.8％が、1 カ月の間に本を読んでいないと答えており、同様の傾向が見られます。

特に、本市においては、中学生の不読者の割合が、新型コロナウイルスの感染

拡大に伴う学校の休校や、朝読書の時間確保が困難となったことの影響もあり、

前回調査した 2015 年度（平成 27 年度）と比べて、その数値が大きく上昇する結

果となりました。 

読書を行っていない子どもは、そこに至るまでの読書習慣の形成が不十分であ

ること、読書の関心度合が低くなり、本から遠ざかってしまっていることなどが要因と

して考えられます。今後は、読書そのものの楽しさ、面白さをより具体的に伝えるとと

もに、図書館だけでなく、市内に点在する子どもの居場所の蔵書も充実させ、「読

みたい本に出会える場」づくりを行うことが必要と考えます。 
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この 1 ヶ月のあいだに、何冊くらいの本を読みましたか？ 

  

出典：大和市子どもの読書に関する調査 

データ   
現状の把握 

  

小学生 

中学生 

高校生 
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○情報通信手段の普及・多様化 

 

近年の情報通信技術の発達はめざましく、スマートフォンやタブレット等の情報メ

ディアが急速に普及しており、情報の収集も専らインターネットの動画や情報サイトか

ら得るものに変わってきています。 

読書活動の面では、従来の紙媒体の本に加え、電子書籍が発行され、スマー

トフォンやタブレット等を用いて電子書籍を読む行為が広がりを見せています。本市

が実施したアンケート調査においても、電子書籍を使った読書を経験したことのある

子どもの割合は、徐々に増加しており、次の 5年間でその存在感はさらに増すことが

予想されます。 

一方で、スマートフォンやタブレット等の利用は、子どもの読書の時間に大きな影

響を与えています。アンケート調査において、子どもたちに放課後等の過ごし方を聞

いたところ、スマートフォン、タブレット（動画視聴等を含む）の操作をしている割合は、

小学生で 39.3％、中学生で 66.0％、高校生が 78.1％と、前回調査した 2015年度

（平成 27年度）と比べ、いずれも大幅に増加し、それに伴い、読書に資する時間は

減少しています。 

子どもの読書活動を考えるうえでは、こうした情報化の推移に注目し、変わり続け

る社会状況に対応した取組を推進していくことが求められます。 
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あなたはスマートフォンやタブレットを使って読書をすることはありますか？ 

  

出典：大和市子どもの読書に関する調査 

データ   
現状の把握 

  

高校生 

小学生 

中学生 

あなたは学校の放課後等の自由な時間に何をしていることが多いですか？ 

高校生 

中学生 

小学生 

出典：大和市子どもの読書に関する調査 
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○新型コロナウイルス感染症による影響 

 

2019 年（令和元年）12 月に端を発する新型コロナウイルスの感染拡大は、私

たちを取り巻く環境を一変させました。 

それは、本市の子どもの読書推進活動も例外ではなく、ブックスタート事業での

読み聞かせなど多くのイベントが中止となり、ボランティアの活躍の場も大幅に制限

されました。人と人とのふれあいを通じて、読書のよろこびを伝えることが難しい状況

となっており、これは、今後もしばらくは続くと思われます。 

こうした状況の中においても、子どもの読書活動を推進していくためには、従来

のやり方にとらわれない新しい発想と創意工夫が求められます。それによって生み

出された成功事例を子どもの読書活動を支える人々の中で広く共有することがで

きれば、市全体の読書推進活動がさらに発展していくと考えます。 

また、コロナ禍における読書活動の推進では、家庭がより重要な役割を担うこと

から、家庭に対して効果的な働きかけ方を検討していくことが必要と考えます。 
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４ 基本理念 「こどもに読書のよろこびを」 

 読書は、単に新たな知識や情報を与えてくれるだけではなく、未知の世

界やものごとに対する想像力をかき立て、新鮮な感動を呼び起こしてくれ

るとともに、思考力や表現力を養い、子どもの感性を豊かなものにします。

読書を通じて得られたこれらの力は、私たちの中に蓄えられ、人生の様々

な局面で支えとなり、心の居場所としての役割も果たします。 

また、読書を通じて自分以外の人生や考え方を知り、見たことのない広

い世界を疑似体験することは、他者への理解を深め、思いやりの心を育む

ことにもつながります。 

このように、読書は、人間が人間らしく、より心豊かに生きていくため

の大切な行為の一つであり、とりわけ、子どもたちにとっては、これから

歩んでいく未来に大きく役立つものになると考えます。 

 

「こどもに読書のよろこびを」 

 

この言葉は、大和市が長年、市内で子どもの読書活動を支えている人々と

共有してきたスローガンです。第 4 次計画では、このスローガンを計画の

基本理念に位置づけ、その具現化を図るため、引き続き、全市的な読書活

動の推進に取り組みます。 
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５ 施策目標・方策 

 

○計画の体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～基本理念～ 

こどもに読書のよろこびを 

施策目標 

【施策目標１】 

読書の楽しさや 

大切さを伝える 

方 策 

【方策２－１】 

図書館等の 

読書環境の充実 

【方策３－１】 

こどもの読書活動に関

わり、支える人材の育

成と活動しやすい環

境づくりの推進 

【方策１－３】 

こどもの成長に応じた 

読書支援の推進 

【方策１－１】 

家庭における 

読書活動の推進 

【方策１－４】 

中学生・高校生 

の読書の関心を 

高める取組の推進 

【方策２－３】 

学校図書館の 

魅力向上 

【方策３－２】 

こどもに関係する 

機関や団体との 

幅広い連携 

【方策２－２】 

こどもがいる場所にある

本の魅力向上 

【方策１－２】 

読書の魅力に触れる 

機会の提供 

【施策目標２】 

こどもを読書に 

導く場をつくる 

【施策目標３】 

こどもの読書活動を

みんなで支える 



14 

 

○施策目標１ 読書の楽しさや大切さを伝える 

 

本来、子どもは自分が「楽しい」と感じることに対しては、時間が経つ

のも忘れて夢中になれるものです。その反面、「つまらない」、「強制され

ている」と感じることに対しては、例え、その必要性を理解していたと

しても、続けることは困難です。 

子どもと読書をつなげるための第一歩は、何よりも「本を好きになっ

てもらうこと」です。では、どうやって子どもは本を好きになるのでし

ょうか。子どもたちに本を好きになった理由を聞くと、多くの子どもが

「家に本があったから」、「家族に本を読んでもらったから」と答えてい

ます。家族と本を通じたふれあいの時間は、その後の子どもの活動に大

きな影響を与えるものであり、特に、新型コロナウイルスの感染拡大を

きっかけに新しい生活様式が定着したニューノーマルの時代においては、

ますます家庭での読書活動が重要になってくると思われます。 

読書に親しむ機会の減少、いわゆる読書離れは、全国的に子どもの年

齢が上がるにつれ、その割合は大きくなる状況にあり、大和市において

も同様の傾向が見られます。子どもの読書を継続させ、習慣として定着

させるためには、子ども自身、読書は自分の役に立つということを改め

て理解することが重要です。また、周囲の大人も読書活動の意義や重要

性を正しく認識し、日々の生活の中で子どもとともに読書活動に取り組

む姿勢が求められます。 

大和市は、子どもの年齢や発達段階等を考慮しながら、子どもだけで

なく、読書のお手本となる保護者に対してもさまざまな働きかけを行い、

読書の楽しさや大切さを伝える取組を進めます。 
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・方策１－１ 家庭における読書活動の推進 

  

 家庭は、子どもにとって最初に本と出会う場であり、子どもの読書に親

しむ習慣を育む場所となります。 

  学校、図書館等がそれぞれの立場から家庭に働きかけ、読書活動の意

義や重要性、家庭における読書環境づくりを伝える取組を強化します。

また、子どもの読書活動に関する情報提供を積極的に行い、家庭での読

書の機会の創出につなげます。 

 

主な取組 概要 担当機関（実施主体） 

読書活動の意義を伝え

るリーフレットの配布 

４か月児健康診査会場で、保護者

に子どもの読書活動の意義につい

て啓発するリーフレットを配布し

ます。 

図書館 

すくすく子育て課 

家読に関する講座の実

施 

家庭教育に関する講座を通じて、

家読の大切さについて学ぶ機会を

設けます。 

生涯学習センター 

図書館 

家読推進プロモーショ

ンの実施 

毎月２３日の「やまと家読の日」

の認知度向上を図るためのプロモ

ーション活動を検討、実施します。 

図書・学び交流課 

図書館 

親子で調べる学習の推

進 

親子で取り組む調べる学習を推進

します。 

図書館 

指導室（各学校） 

 

 

 

 

 

 

  



16 

 

・方策１－２ 読書の魅力に触れる機会の提供 

 

  「子ども読書の日」、「こどもの読書週間」にちなんだ読書推進イベン

トや、さまざまな機会を捉えた情報発信の活動などを通じて、子どもか

ら大人まで幅広い市民に対し、読書の魅力に触れ、読書がより身近なも

のと感じられるような機会を提供します。 

 

主な取組 概要 担当機関（実施主体） 

読書活動推進キャンペ

ーンの実施 

読書感想文コンクール等、読書活

動の活性化を図る取組を実施しま

す。 

指導室（各学校） 

図書館 

図書・学び交流課 

市内イベントでのＰＲ

活動の実施 

大和市民まつりなど、市内のイベ

ントにおいて、子ども読書活動推

進のＰＲ活動を行います。 

図書館 

図書・学び交流課 

新刊児童図書の展示 年度内に購入した新刊児童図書を

展示し、図書施設利用者に紹介し

ます。 

図書館 

生涯学習センター 

図書館ホームページの

子ども向け情報の充実 

図書館ホームページに子ども向け

情報を掲載します。 

図書館 

一日図書館員の実施 小学生が図書館職員の仕事を体験

する「一日図書館員」を実施しま

す。 

図書館 
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・方策１－３ こどもの成長に応じた読書支援の推進 

  

 子どもの頃に身についた読書習慣は、生涯にわたり子どもたちの健やか

な成長を助ける糧となります。 

子どもたちに確かな読書習慣が形成されるよう、学校、図書館、幼稚

園、保育施設等において、発達段階に応じて、多様かつ切れ目ない読書

活動の支援に取り組みます。 

  

主な取組 概要 担当機関（実施主体） 

おはなし会や読み聞か

せ等の開催 

乳児から中学生を対象として、年

齢に応じたおはなし会や読み聞か

せ等を開催します。 

図書館 

生涯学習センター 

指導室（各学校） 

保育園 

幼稚園 

こども総務課 (各こ

どもーる・子育て支

援センター) 

ブックリスト等の発行 乳児から高校生を対象として、年

齢に応じたブックリストを発行し

ます。 

図書館 

ブックスタートの実施 ４か月児と保護者を対象に、絵本

を配布し、読み聞かせと絵本のア

ドバイスを行うブックスタートを

実施します。 

図書館 

すくすく子育て課 

ゲーム形式で読書を楽

しめる企画の実施 

小学生を対象に、ビンゴチャレン

ジや本のお楽しみ袋など、ゲーム

形式で読書を楽しめる企画を実施

します。 

図書館 

生涯学習センター 

学校での読み聞かせ、

朝読書等の実施 

朝読書の実施等、小学生、中学生

の学校生活の一部として読書活動

を取り入れます。 

指導室（各学校） 

市立図書館と学校図書

館の連携強化 

市立図書館と学校図書館間の運搬

手段を確保し、学校貸出し制度の

利用促進等を行うことで両施設間

の連携を強化します。 

図書・学び交流課 

図書館 
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・方策１－４ 中学生・高校生の読書の関心を高める取組の推進 

 

読書への関心度合いの低下が指摘される中学生期、高校生期の子ども

に対し、勉強や部活動、習い事等の時間やインターネット、ＳＮＳ等を

利用する時間が放課後の多くを占める実態を鑑み、多忙な中でも読書に

関心を持つようなきっかけを創り出す取組を推進します。 

 

主な取組 概要 担当機関（実施主体） 

電子書籍を活用した読

書活動の推進 

これから更に発展が予想される電

子書籍関連の情報収集に努め、中

高生世代に好まれる新しい読書ス

タイルとして、電子書籍の効果的

な活用方法を検討、実施します。 

図書館 

図書・学び交流課 

動画・漫画を活用した

読書へのきっかけづく

り 

中高生が興味を持っている映画や

ドラマ等の動画コンテンツや漫画

に着目し、その原作本など、作品

に関連した図書等を紹介すること

で、読書意欲の喚起を図ります。 

図書館 

 

中高生図書ボランティ

ア講座の実施 

各学習センターで中高生を対象と

した図書ボランティア講座を実施

します。 

生涯学習センター 

ビブリオバトルの実施 中学生を対象とした参加者が本の

紹介をし合うビブリオバトルを実

施します。 

図書館 
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○施策目標２ こどもを読書に導く場をつくる 

 

子どもの身近に本がある空間を整えることは、子どもと読書をつなげ

るための重要な条件です。こうした空間は、家庭の中にあることが理想

ですが、読書に対する意識や考え方は家庭によって異なるため、すべて

の子どもがすぐに本と出会えるわけではありません。 

そこで、子どもと本との距離をできるだけ縮めるため、市内にある図

書施設はもとより、子どもの居場所や家庭の近くに、本のある空間をつ

くっていくことが必要となります。 

家庭と少しだけ距離をおいて、普段とは異なる雰囲気の中で楽しむ読

書は、家庭内での読書とはまた違った味わいがあります。また、多くの

子どもが集い、同じように本を楽しむ姿を見て、子ども同士で少なから

ず刺激を与えあうことができます。さらに、その空間には、たくさんの

魅力的な本があることだけでなく、居心地の良さなども、子どもの心に

大きな影響を及ぼす大切な要素です。 

そして、子どもが生活の中で多くの時間を過ごす学校は、家庭以外で

日常的に本に触れることのできる場所であり、読書活動に大きな影響を

与えます。その活動の中心的な役割を果たす学校図書館については、子

どもにとってより使いやすく、魅力的な場所となるよう、その機能を向

上させていきます。 

近年、子どもを取り巻く環境は、子どもの興味を引く、さまざまな情

報が溢れており、興味の対象は次々と入れ替わっていきます。その一瞬

の興味が本に向けられた瞬間を逃すことなく、読書という行動につなげ

られるよう、子どもを読書に導く場づくりに取り組みます。 
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・方策２－１ 図書館等の読書環境の充実 

 

  文化創造拠点シリウス内の市立図書館をはじめとする図書施設を、子

どもの読書活動推進のための中心的な施設と位置づけ、探しやすい配架

と親しみやすい雰囲気づくり、絵本や児童書、中高生世代向けの図書、

多様な背景を持つ子どもに適した資料などの収集、充実に取り組みます。 

 

主な取組 概要 担当機関（実施主体） 

こども図書館の蔵書の

充実 

大和市立図書館３階のこども図書

館の特徴を活かし、絵本、児童書

の収集、充実を図ります。 

図書館 

多様な背景を持つ子ど

もへの読書支援 

多様な背景を持つ子どもたちに適

した図書資料を収集します。 

図書館 

中央林間図書館の機能

拡張 

中央林間図書館の閲覧席を増や

し、より利用しやすくします。 

図書・学び交流課 

図書館見学ツアー等の

実施 

親子や小中学生に図書館を身近に

感じてもらうため、図書館の見学

ツアー等を実施します。 

図書館 
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・方策２－２ こどもがいる場所にある本の魅力向上 

 

  子どもが読書を身近に親しむことのできるよう、児童館、幼稚園、保

育施設などを子どもの読書活動の場所として捉え、各施設に図書資料の

充実に向けた支援を行います。 

 

主な取組 概要 担当機関（実施主体） 

児童館等における図書

の充実 

児童館等の児童書の収集、充実を

図るとともに、子どもの利用促進

を図ります。 

こども・青少年課 

指導室（各学校） 

団体向けリサイクルフ

ェアの実施 

図書館資料の有効活用を図るた

め、団体向けのリサイクルフェア

を実施し、子どもが利用する施設

の図書の充実を図ります。 

図書館 

地域に根ざした読書拠

点の支援 

市内にある、地域文庫等の活動支

援を行います。 

図書・学び交流課 

図書館 

団体貸出の利用推進 児童館や保育施設など、子どもが

利用する施設に、図書資料の貸出

を行う団体貸出を推進します。 

図書館 
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・方策２－３ 学校図書館の魅力向上 

 

  子どもの豊かな読書活動や主体的な学習活動を支える施設として、計

画的に新刊図書の購入を行い、蔵書の新鮮度を保つとともに、子どもた

ちの豊かな心や主体的に調べる力を育み、好奇心をかきたてる魅力的な

学校図書館をつくります。 

  また、市立図書館との連携を強化して、より魅力的な運営に努め、学

校図書館の利用を促進していきます。 

 

主な取組 概要 担当機関（実施主体） 

学校図書館蔵書の充実 児童生徒が調べ学習や読書を行え

るよう、学校図書館の蔵書の収集・

充実を図ります。 

指導室（各学校） 

学校貸出の利用促進 調べ学習などで図書館の本を活用

してもらうため、市立図書館と学

校図書館間の運搬手段を確保し、

学校貸出の利用を促進します。 

図書館 

指導室（各学校） 

推薦図書等の展示コー

ナーの設置 

児童生徒の興味や関心を引き出す

推薦図書や必読書等の展示コーナ

ーの設置等を行います。 

指導室（各学校） 

学校図書館ボランティ

アへの参加促進 

学校図書館の活動や資料整理など

に協力する保護者やボランティア

への参加を促進します。 

指導室（各学校） 
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○施策目標３ こどもの読書活動をみんなで支える 

 

大和市では、家庭や学校、行政だけでなく、ボランティア、幼稚園、保

育園など、さまざまな団体が、子どもの読書活動を支える活動を行って

います。 

しかし、これらの団体は、普段は個々で活動を行っているため、団体

間で意見交換や情報共有を図る機会が少ない状況にあります。子どもの

読書活動を推進するうえでの悩みや課題は、地域や対象となる子どもが

変わっても共通点が多いものです。こうした共通の問題に対応するため、

各種団体等とのネットワークを構築し、互いに連携協力する体制を強化

していくことで、さらなる活動の充実を図ることができると考えます。 

また、子どもの読書活動推進の一翼を担うボランティア団体は、学校

や図書館にとどまらず、地域の中においても活動が広がっており、また、

期待される役割も多岐にわたってきていますが、その一方で、ボランテ

ィアの人数は未だ十分とはいえません。これに加え、現在、ボランティ

ア団体は、新型コロナウイルス感染症による影響を受け、活動の大幅な

制限を受けており、こうした状態が続けば、長年育まれてきた活動が途

切れてしまう可能性があります。 

子どもが読書に親しむことのできる機会を拡充するためには、引き続

き、ボランティア団体が安心して、安定的に活動できる取組を進めてい

くことが求められます。 

大和市は、官民を問わず、多様な主体と連携協力を図り、みんなで子

どもの読書活動を支える環境づくりを進めます。 
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・方策３－１ こどもの読書活動に関わり、支える人材の育成と活動しや

すい環境づくりの推進 

 

  ボランティア団体が活動しやすい環境づくりを進めるため、活動の支

援とともに、活動の場や有用な情報の提供などを行います。あわせて、

ボランティア養成講座を開催し、子どもの読書活動に携わる担い手の育

成に取り組みます。 

 

・方策３－２ こどもに関係する機関や団体との幅広い連携 

  さまざまな立場で子どもの読書活動に携わる担い手との情報交換や交

流を通じて、相互に連携しながら、課題の改善等に向けた取組を推進し

ます。 

主な取組 概要 担当機関（実施主体） 

ボランティア養成講座

の開催 

ボランティアを希望する人向けの

各種講座を実施します。 

図書館 

ボランティア団体の活

動場所の提供 

読み聞かせやおはなし会等を実施

するボランティア団体の支援や活

動場所の提供を行います。 

図書・学び交流課 

指導室（各学校） 

ボランティア情報交換

会の開催(再掲) 

学校ボランティアと地域ボランテ

ィア等の情報交換の場を提供しま

す。 

図書館 

指導室（各学校） 

ボランティア活動に有

用な情報の提供 

ボランティア等に県やＮＰＯが実

施する講演会等の情報提供を行い

ます。 

図書・学び交流課 

図書館 

生涯学習センター 

指導室（各学校） 

主な取組 概要 担当機関（実施主体） 

大和市子ども読書活

動推進会議の運営 

大和市読書活動推進会議を運営し、

子どもの読書関連施策の評価検討を

行います。 

図書・学び交流課 

ボランティア情報交

換会の開催 

学校ボランティアと地域ボランティ

ア等の情報交換の場を提供します。 

図書館 

指導室（各学校） 

学校司書連絡会・研

修会の開催 

司書教諭や学校司書と図書館や市職

員との連携と情報共有を進めるた

め、学校司書連絡会・研修会を開催し

ます。 

指導室（各学校） 

図書・学び交流課 

図書館 
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○評価指標 

施策目標の達成度を点検するために、代表的な指標を設定し、計画の

進行管理に使用します。 

施 策 
評価指標 

※典拠 
計算式等 

現状値 
(把握年

月) 
目標値 目標値の設定理由 

施策目標１ 

読書の楽しさや大切さを

伝える 

読書が大切だと思う保護者の割合 

※大和市子どもの読書活動に関する

アンケート調査 

読書は大切だと

思うと回答した
未就学児及び小
中学生保護者の

割合 

99.0% 

(R3.2) 
99.5% 

ほぼ全ての保護者

が読書は大切だと
認識することを目
指す目標値としま

した。 

自由な時間に子どもが本を読む割合 

※大和市子どもの読書活動に関する

アンケート調査 

自由な時間には
読書をすると回
答した小中高生

の割合 

11.5% 
(R3.2) 

13.0% 

約 25 ％の子ども
が自由な時間にテ

レビを見ると回答
していることか
ら、半分程度の割

合で読書をするこ
とを目指す目標値
としました。 

1 か月に読んだ本の冊数 

※学校読書調査 

※児童生徒数(R3.5.1)の 

児童数：生徒数から、目標値を算出 

市内公立小中学
生が１か月の間

に読んだ本の冊
数 

12.2 冊 

(R2) 
13.1 冊 

過去５年間の値の

最高値の水準 (R1
年度 )を目標値と
して設定しまし

た。 

読書が好きな子どもの割合 

※大和市子どもの読書活動に関する

アンケート調査 

読書が好きだと

回答した小中高
生の割合 

71.2% 
(R3.2) 

85.0% 

小学生は既に約
90%であるが、中高
校生と合わせた数

値に関しても近い
水準を目指す目標
値を設定しまし

た。 

施策目標２ 

こどもを読書に導く場を
つくる 

学校以外の図書館や図書室に月 1 回

以上行く小中学生の割合 

※大和市子どもの読書活動に関する

アンケート調査 

学校以外の図書
館や図書室に月

１回以上行くと
回答した小中学
生の割合 

20.9% 
(R3.2) 

30.0% 

小中学生の利用が
毎年 2％ずつ増加

することを目指し
て目標値を設定し
ました。 

図書館の団体貸出を利用している団

体（配本所）への貸出冊数 

※大和市立図書館年報 

図書館の団体貸

出制度で貸し出
された図書の冊
数 

3,120 冊 
(R3.3) 

3,400 冊 

団体貸出の周知が
進むことで、貸出

冊数が 10％程度
増加すると見込
み、目標値を設定

しました。 

市内小中学校が図書館の学校貸出制

度を利用した回数 

※大和市立図書館年報 

市内小中学校の
学校貸出制度の

利用実績 

13 回 
(R2.3) 

56 回 

市立図書館と学校

図書館の連携強化
を行うことで、各
学校が年 2 回利用

することを目標と
して設定しまし
た。 
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施策目標３ 

こどもの読書活動をみん

なで支える 

ボランティアのつどい参加団体数 

※ボランティアのつどい報告書 

市立図書館で実

施するボランテ
ィアのつどいへ
の参加団体数 

5 団体 
(R3.3) 

13 団体 

通知送付団体 (26
団体)の 50%が参加
することを目指し

て目標値を設定し
ました。 

計画期間におけるボランティア養成

講座の延受講者数の累計 

※大和市立図書館月報 

計画期間におけ

る読み聞かせボ
ランティア養成
講座及びストー

リーテリングボ
ランティア養成
講座の延受講者

の累計 

735 名 
(H28～

R2 年度
累計) 

880 名 
(R4～R8

年度累
計) 

H28～R2 累計の延

べ受講者数から
20％増加させるこ
とを目標値として

設定しました。 

 

  



 

 

 

 

 

 
こども読書よむ読むプラン  

（第４次大和市子ども読書活動推進計画）
(案) 

 

大和市・大和市教育委員会 
 

事務担当：大和市文化スポーツ部 図書・学び交流課 

大和市大和南１－８－１ 
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第４次大和市子ども読書活動推進計画「（愛称）こども読書よむ読むプラン」概要 

 

１ 計画策定にあたって〔計画案 ２ページ～３ページ〕 

 ○計画策定の背景・目的 

  ・大和市は、子どもたちが読書活動を通じて、健やかに成長できるよう、平成２９年度に「こども

読書わくわくプラン」を策定し、この間、３つの図書館を拠点とした読書環境の整備を進めるこ

とともに、家庭、地域、学校等とも連携を図りながら、さまざまな取組を実施してきました。 

  ・今回、現計画（第３次）が令和３年度をもって終了することから、情報通信手段の普及・多様

化、新型コロナの影響など、近年の子どもの読書活動を取り巻く状況等を踏まえ、次期計画（第

４次）を策定するものです。 

 ○計画の位置づけ 

・子どもの読書活動の推進に関する法律に基づく「市町村子ども読書活動推進計画」とします。 

・健康都市やまと総合計画の個別計画とするとともに、大和市教育大綱の関連計画として、教育に

関する各種計画と整合を図ります。 

・「図書館 城下町」にふさわしく、本や読書に関わる施策の充実に寄与するようにします。 

 ○計画の対象・期間 

  ・計画が示す子どもは、０歳から１８歳までの者を対象とします。 

・計画期間は、国及び県の計画期間に合わせ、令和４年度から令和８年度までの５年間とします。 

 ○計画の進行管理 

  ・本計画は、実施計画を別に定め、大和市子ども読書活動推進会議において進捗状況の点検を行

い、その結果を取組の見直しに活用します。 

【計画策定に係る経過・今後の予定】 

令和２年１１月  第１回計画策定委員会（庁内検討組織）の開催 

令和３年 １月  読書についてのアンケート調査の実施 

     ７月～ 作業部会の開催（３回） 

    １０月  第２回計画策定委員会の開催 

１２月  市民意見公募手続の実施 

令和４年 １月  教育委員会定例会（社会教育委員会議への諮問付議） 

２月  社会教育委員会議（諮問・答申） 

３月  教育委員会定例会（決議） 

４月  第４次計画の運用開始 

  【市民意見公募の実施結果】 

   ◇意見提出者数と意見件数  １人・ ７件 

◇寄せられた意見の概要 

・読書の効果に関する記述について  ・・・１件 

・評価指標について         ・・・１件 

・具体的な取組の提案       ・・・５件 

参考資料 
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２ 第３次計画期間における取組成果〔計画案 ４ページ～６ページ〕 

基本方針 取組成果 

こどもの読書活動を手助け

するひとづくり 

・ブックスタート事業の実施 

（毎年約 2,000組の親子に絵本を配布） 

・家読についての普及啓発 

・ボランティア入門講座等の実施（延べ 666人が参加） 

こどもを読書に導く環境の

整備 

・市立図書館の 3館体制の確立 

・様々な工夫を凝らした学校図書館の運営 

（児童生徒の入館回数、貸出冊数等が大幅に増加） 

（文部科学大臣表彰を 5校の学校図書館が受賞） 

読書の楽しさや大切さを伝

える取組の促進 

・シリウスこども図書館を活用した読書の魅力発信 

・大和市こども読書フェスティバルの開催 

・図書カードを市内のこども全員に配布 

 

３ こどもの読書活動を取り巻く状況と今後の対応〔計画案 ７ページ～１１ページ〕 

現在の状況 今後の対応策 

○学校段階とともに進む「読書離れ」 

・小、中学生では、中長期的には改善傾向にある

ものの、学校段階が進むにつれて「読書離れ」

が進む傾向は変わらず、特に、高校生の不読率

は依然として高い。 

・読書そのものの楽しさ、面白さをより具体的に

発信。 

・図書館だけでなく、市内に点在する子どもの居

場所の蔵書の充実と「読みたい本に出会える

場」づくり。 

○情報通信手段の普及・多様化 

・スマートフォンやタブレット等を用いて電子書

籍を読む行為が徐々に増加。 

・スマートフォン、タブレットの操作をする時間

の大幅な増加に伴い、読書の時間が減少。 

・情報化の推移（電子書籍の普及状況等）に対応

した取組の推進。 

○新型コロナウイルス感染症による影響 

・ボランティアの活躍の場が大幅に制限され、読

書のよろこびを子どもたちに直接伝えること

が困難。 

・従来のやり方に捉われない新しい発想と創意工

夫による活動の推進。 

・コロナ禍でのボランティア活動の成功事例を関

係者の中で共有できる仕組みづくり。 

・読書活動の推進に重要な役割を担う、家庭への

効果的な働きかけ。 
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４ 計画の体系（４基本理念・５施策目標・方策）〔計画案 １２ページ～２４ページ〕 

基本理念 

こどもに読書のよろこびを 

施策目標 方策 主な取組（抜粋） 

施策目標１ 

読書の楽しさ

や大切さを伝

える 

1-1 家庭における読書活動の 

推進 

・読書活動の意義を伝えるリーフレットの配布 

・家読に関する講座の実施 

・家読推進プロモーションの実施 

・親子で調べる学習の推進 

1-2 読書の魅力に触れる機会 

 の提供 

・読書活動推進キャンペーンの実施 

・新刊児童図書の展示 

・図書館ホームページの子ども向け情報の充実 

・一日図書館員の実施 

1-3 こどもの成長に応じた 

読書支援の推進 

・おはなし会や読み聞かせ等の開催 

・ブックスタートの実施 

・学校での読み聞かせ、朝読書等の実施 

・市立図書館と学校図書館の連携強化 

1-4 中学生・高校生の読書の 

関心を高める取組の推進 

・電子書籍を活用した読書活動の推進 

・動画・漫画を活用した読書へのきっかけづくり 

・中高生図書ボランティア講座の実施 

・ビブリオバトルの実施 

施策目標２ 

こどもを読書

に導く場をつ

くる 

2-1 図書館等の読書環境の 

充実 

・こども図書館の蔵書の充実 

・多様な背景を持つ子どもへの読書支援 

・中央林間図書館の機能拡張 

・図書館見学ツアー等の実施 

2-2 こどもがいる場所にある 

本の魅力向上 

・児童館等における図書の充実 

・団体向けリサイクルフェアの実施 

・地域に根ざした読書拠点の支援 

・団体貸出の利用推進 

2-3 学校図書館の魅力向上 

・学校図書館蔵書の充実 

・学校貸出の利用促進 

・推薦図書等の展示コーナーの設置 

・学校図書館ボランティアへの参加促進 

施策目標３ 

こどもの読書

活動をみんな

で支える 

3-1 こどもの読書活動に関わ

り、支える人材の育成と活

動しやすい環境づくりの

推進 

・ボランティア養成講座の開催 

・ボランティア団体の活動場所の提供 

・ボランティア活動に有用な情報の提供 

3-2 こどもに関係する機関や団

体との幅広い連携 

・大和市子ども読書活動推進会議の運営 

・ボランティア情報交換会の開催 

・学校司書連絡会・研修会の開催 

 



 

議案第２号 

 

令和３年度大和市教育委員会表彰被表彰者の決定について 

 

令和３年度大和市教育委員会表彰被表彰者の決定について、審議願いたく提案す

る。 

 

令和４年１月２７日提出 

 

     大和市教育委員会  

教育長 柿 本 隆 夫 

 

 



 

 

その他報告 

 

 

「大和市教育委員会の会議における報告事項に関する申合せ」に基づく報告 

 

 

■学期ごとの報告事項（教育部） 

・市立小中学校におけるいじめの認知件数      …P.1 [髙井指導室長] 

・指導室におけるいじめ・不登校の相談受理状況   …P.2 [    〃    ] 

・市立小中学校における長期欠席児童生徒数     …P.3 [新井青少年相談室長] 

・青少年相談室における教育相談の受理状況     …P.5 [    〃    ] 

・青少年相談室における街頭補導の状況       …P.6 [    〃    ] 

・教育支援教室の通室者の状況           …P.7 [    〃    ] 

・教育委員会が受け付けた市立小中学校に関する苦情 …P.8 [斉藤教育総務課長] 

 

 

 

 

 

 



■市立小中学校におけるいじめの認知件数

からかい
悪口

仲間はずれ
無視

暴力
（※２）

金銭要求 物かくし等
危険な行為
の要求

ネット上の
誹謗中傷等

その他

小1 24 12 1 10 0 0 1 0 4 47

小2 66 26 6 12 3 7 16 0 3 36

小3 40 21 7 5 0 2 7 0 1 50

小4 35 21 3 14 1 2 3 0 0 40

小5 62 38 7 9 2 5 7 1 2 42

小6 37 18 7 7 1 5 0 5 6 52

計 264 136 31 57 7 21 34 6 16 267

中1 19 12 3 1 0 0 3 2 1 21

中2 8 2 2 0 0 0 2 3 0 15

中3 2 2 0 0 0 0 0 1 0 2

計 29 16 5 1 0 0 5 6 1 38

合計 293 152 36 58 7 21 39 12 17 305

（参考）市立小中学校におけるいじめの認知件数の推移

小 中 計 小 中 計 小 中 計

400 57 457 128 11 139 372 48 420

316 53 369 267 38 305 264 29 293

123 17 140 97 18 115

839 127 966 492 67 559 636 77 713

※２「暴力」については、「軽くぶつかられる、遊ぶふりして叩かれたり蹴られたりする。」と「ひどくぶつから
れる、たたかれる、けられる。」を合わせた数値。

※１　事案の内容については複数回答であるため、件数とは一致しない。

令和３年度（８～１２月）

学年
認知
件数

事案の内容（複数回答）※１ 前年度
同時期
認知件数

学期
令和元年度 令和２年度 令和３年度

1学期

2学期

3学期

計

1



■指導室におけるいじめ・不登校の相談受理状況の推移

解決済 継続 解決済 継続

3 1 2 0 0 0

1 0 1 0 0 0

0 0 0 0 0 0

4 1 3 0 0 0

0 0 0 0 0 0

2 1 1 1 1 0

0 0 0 0 0 0

2 1 1 1 1 0

1 0 1 0 0 0

2 0 2 0 0 0

3 0 3 0 0 0

解決済 継続 解決済 継続

5 4 1 1 1 0

1 1 0 0 0 0

1 1 0 1 0 0

7 6 1 2 1 0

1 1 0 0 0 0

1 1 0 0 0 0

2 0 2 0 0 0

4 2 2 0 0 0

0 0 0 0 0 0

1 0 1 1 0 1

1 0 1 1 0 1

小学校
いじめ 不登校

相談件数 相談件数

R02

1学期

2学期

3学期

合計

R01

1学期

2学期

3学期

合計

R03

1学期

2学期

3学期

合計

いじめ 不登校

相談件数 相談件数

R01

1学期

2学期

3学期

合計

中学校

R03

1学期

2学期

3学期

合計

R02

1学期

2学期

3学期

合計

2



■市立小中学校における不登校児童生徒数

①令和３年度　学年・月別　長期欠席者数　＊（　）内は出席停止者数

（当該月内に連続して3日又は計5日欠席した児童生徒数）

（参考）令和２年度　同時期

（参考）令和元年度　同時期

②年度別・月別　長期欠席者数の推移

― ― 56 117 78 101 118

― ― 126 161 114 136 181 208

81 76 224

合計 47 97 67 97 140 114 562 274 407 343 1024

12月 14 29 12 21 39 33

R02

148 67

92 71 224

11月 12 24 17 27 30 24 134 58 88 79 225

10月 11 27 18 26 30 25 137 61

60 41 131

9月 7 10 14 19 26 25 101 58 86 76 220

8月 3 7 6 4 15 7 42 30

小学校 中学校

1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計 1年 2年 3年 合計

82 82 20812月 16 12 11 20 16 32 107 44

136

11月 15 6 11 21 20 32 105 41 74 68 183

74 68 18110月 14 12 12 21 23

219(94)

49 42 114

9月 12 7 10 18 20 34 101 27

8月 10 6 9 14 14 25 78 23

56 53

12月 4(29) 8(24) 6(27) 16(18) 22(16) 30(22) 86(136) 57(15)

合計 67 43 53 94 93 159 509 174

小学校

1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計

51(23)

合計2年2年 3年 4年 5年 6年 合計

5(85) 27(74) 49(41) 68(29) 90(16) 207(86)

72(20) 84(6) 207(49)5(31) 5(49) 14(32) 21(25) 21(43) 73(211)

中学校

1年

0 0 0

1年

8月 0 0 0 0 0 0 0 0

3年

合計 20(203) 26(180) 25(214) 50(162) 95(146) 101(180) 317(1085)

小学校

24(83) 70(558)9月 5(115) 4(97) 5(104)

10月 7(31)

11月 4(28) 9(28) 9(34) 15(27) 25(31)

合計

R03 65 76 75 68 0 70 73

小学校 4月 5月 6月 7月 8月

601― ―

10月 11月 12月 1月 2月 3月9月

62(15) 76(19) 89(11) 227(45)88(180)26(32)

335 313 822

36 118 39

74(17) 86(10) 217(42)

中学校

1年 2年 3年 合計

290(85) 349(43) 858(222)

R01 63 72 83 65 42 ―101

合計11月

137 134 148 129 111

中学校 4月 5月 6月 7月 8月 9月

―88

1085

10月

― 1487―207 227 217

12月 1月 2月 3月

86

107 109 137105 117 1045

199 218 193 1719183

0R03 140 166 184 139 207

R01 133 160 191 186 131 220 224 225 224 252 240 ― 2186

―

R02
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③令和３年度　長期欠席になったきっかけ・様子（複数回答）

（参考）令和２年度　同時期合計（8月～12月）

（参考）令和元年度　同時期合計（8月～12月）

（参考）令和２年度　同時期合計（8月～12月）

（参考）令和元年度　同時期合計（8月～12月）

27 164 31 69 261 108 27 220 166 55 305 98

意図的
な拒否

その他
本人に
係る
状況

その他非行等

3 73 20 66 158 50 26 129 1240 108 72

112

0 0 0 0 0 0

84

小学校 いじめ
友人
関係

教職員
との関
係

その他
の学校
生活上
の影響

家庭
環境の
問題

病気 無気力
情緒的
混乱

合計 1 55 14 42 214 40 0 173

160合計 12 209 19 68 230 206 3 240 216 27 394

188

61

50 9 0 45

0 0 0

0 44

19 8 47

22 7 46

45 5 95

44 121

58 48

0

9月 0 11 2 10 52 11 0 40 22 9 47 30

8月 0 0

29

11月 0 14 5 11 58 9 0 44 21 7 48 29

10月 0 14 2 10

104 43

24

8月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

12月 1 16 5 11 54 11

31

43

10月 3 47 3 15 55 54 0 59 51 8 96 37

9月 3 46 5 17 0

61 7 99 37

11月 3 58 5 18 60 52

12月 3 58 6 18 57 52 2 59

1 61 59 7

意図的
な拒否

その他
本人に
係る
状況

16 83 15 31 184 36 0 87 84

その他中学校

93

54 247 48 124 295 209 5 244 203 46 304 98

いじめ
友人
関係

教職員
との関
係

その他
の学校
生活上
の影響

家庭
環境の
問題

病気 非行等 無気力
情緒的
混乱
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■青少年相談室における教育相談の受理状況

電話 来室 計 電話 来室 計 電話 来室 計 電話 来室 計
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

発達障がい 4 6 10 9 6 15 0 13 12 25
性格・行動上の問題 18 60 78 25 72 97 0 43 132 175
家族関係 3 3 6 3 1 4 0 6 4 10
養育 2 2 4 0 0 0 0 2 2 4
家庭内暴力 1 0 1 1 0 1 0 2 0 2
児童虐待 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
いじめ 0 1 1 1 1 2 0 1 2 3
不登校 25 31 56 34 11 45 0 59 42 101
ひきこもり 0 1 1 0 0 0 0 0 1 1
学業・進路・進学 8 7 15 3 7 10 0 11 14 25
学校生活 12 27 39 9 19 28 0 21 46 67
性に関すること 1 1 2 0 0 0 0 1 1 2
対人関係 1 2 3 2 1 3 0 3 3 6
その他 7 8 15 13 3 16 0 20 11 31

小　計 82 149 231 100 121 221 0 0 0 182 270 452
82 149 231 100 121 221 0 0 0 182 270 452

■青少年相談室における教育相談の受理状況の推移

電話 来室 計 電話 来室 計 電話 来室 計 電話 来室 計
0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1
0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1

110 152 262 93 169 262 60 69 129 263 390 653
110 153 263 93 169 262 60 70 130 263 392 655

電話 来室 計 電話 来室 計 電話 来室 計 電話 来室 計
0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1
0 0 0 1 2 3 0 0 0 1 2 3

113 112 225 109 136 245 33 49 82 255 297 552
113 112 225 110 138 248 33 50 83 256 300 556

電話 来室 計 電話 来室 計 電話 来室 計 電話 来室 計
0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1
0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1
57 60 117 100 172 272 46 70 116 203 302 505
57 60 117 101 172 273 47 70 117 205 302 507

犯罪触法行為

令和３年度
第１学期 第２学期 第３学期

合　計
（4～7月） （8～12月） （1～3月）

ぐ犯・不良行為
身上問題
合　計

ぐ犯・不良行為

ぐ犯・不良行為

身
上
問
題

合　計

令和元年度

合　計第１学期 第２学期

犯罪触法行為

第３学期
平成30年度

身上問題
合　計

犯罪触法行為

犯罪触法行為
ぐ犯・不良行為
身上問題
合　計

令和２年度

第１学期 第２学期 第３学期 合　計

第１学期 第２学期 第３学期 合　計
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■青少年相談室における街頭補導の状況

暴走行為等
交通違反

飲酒・喫煙 怠学・怠業 その他
補導数
合計

補導実施
回数

補導従事者
延人数

4月 21 0 0 0 21 27 91

5月 17 0 0 2 19 25 81

6月 22 0 0 0 22 29 97

7月 18 0 0 4 22 24 61

小計 78 0 0 6 84 105 330

8月 9 6 0 0 15 27 88

9月 12 4 0 0 16 23 60

10月 20 0 0 4 24 27 78

11月 19 0 0 1 20 28 92

12月 22 0 0 0 22 26 85

小計 82 10 0 5 97 131 403

1月

2月

3月

小計 0 0 0 0 0 0 0

160 10 0 11 181 236 733

（参考）令和２年度　第2学期

小計 90 6 0 9 105 193 568

（参考）令和元年度　第2学期

小計 82 7 0 3 92 119 375

■青少年相談室における街頭補導の状況の推移

補導数
合計

補導従事者
延人数

補導数
合計

補導従事者
延人数

補導数
合計

補導従事者
延人数

102 391 77 362 21 163

100 414 92 375 84 405

47 254 60 231 49 256

249 1059 229 968 154 824

3学期

合計

学期
平成30年度 令和元年度 令和２年度

1学期

2学期

合　計

令和３年度

第
1
学
期

第
2
学
期

第
3
学
期
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■教育支援教室の通室者の状況

（各月末在籍者数）

人数 1年 2年 3年

4月 2 1 1 2 6

5月 2 1 1 2 6

6月 2 1 1 2 6

7月 2 1 1 2 6

8月 0 0 2 1 3

9月 4 2 2 3 11

10月 4 2 2 3 11

11月 4 3 2 3 12

12月 4 3 2 3 12

1月 0

2月 0

3月 0

■教育支援教室の通室者の状況の推移

（各学期末在籍者数）

小 中1 中2 中3 合計 小 中1 中2 中3 合計 小 中1 中2 中3 合計

4 1 4 16 25 2 1 3 9 15 0 0 1 1 2

5 2 9 18 34 3 2 5 13 23 0 0 2 1 3

5 4 10 20 39 3 2 4 13 22 0 0 2 3 5

2学期

3学期

第
３
学
期

学期
平成30年度 令和元年度 令和2年度

1学期

他通室生は13名

他通室生は3名 他通室生は15名

第
２
学
期

他通室生は2名

他通室生は2名 他通室生は11名

他通室生は2名

他通室生は7名

令和３年度
小学生 中学生

第
１
学
期

他通室生は2名 他通室生は7名

他通室生は3名 他通室生は10名

他通室生は4名 他通室生は11名

他通室生は4名 他通室生は11名

合計
備考 備考

他通室生は1名
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その他報告 

保健給食課 

 

令和３年度教職員におけるストレスチェックの結果について 

 

実施の概要と結果 

【実施概要】 

 ・実 施 期 間 令和３年１０月１５日（金）～１１月１日（月） 

 ・検査結果配布 令和４年１月４日（火） 

・ストレスチェック結果説明会（集団分析結果 校長対象）  

１月下旬以降実施予定 

  ・対象者は市立小中学校の教職員（教員、事務職員（正職員、再任用、臨任）） 

 ・厚生労働省が推奨する５７項目のアンケート（調査票）に回答する方式で実施 

  

【結 果】 （ ）は令和２年度 

① 調査対象者       １，１３７人（１，１０４人） 

② 調査票提出者        ９２３人（  ９３５人） 

回収率：８１．２％（ ８４．７％） 

③ 高ストレス判定者数     ２２４人（   ９８人） 

高ストレス者割合：２４．３％（ １０．５％） 

※高ストレス者には、検査結果とともに、医師による面接指導（任意）の面接指導の申込書

類を同封しています。 

 

④ 集団分析結果（学校全体の分析結果） 

全国平均を標準１００とした健康リスク 

              ＜学校全体＞   ＜小学校＞    ＜中学校＞ 

＜仕事量‐コントロール＞ １０８（１０４） １０８（１０７） １０７（１０６） 

※仕事の量の負担感と仕事の裁量度・自由度に関する項目。 

 数値が高いほど仕事量の負担を感じ、仕事の裁量度・自由度を感じていない。 

＜職場の支援＞ ８４（ ８６） ８４（  ８７） ８５（ ８３） 

※上司や同僚からのサポートがあるかどうかに関する項目。 

 数値が高いほど上司や同僚からのサポートを感じていない。 

＜総合＞ ９１（ ９１） ９０（ ９３）  ９１（ ８７） 

 

     健康リスク：仕事のストレス要因（上記の 2項目）から予想される疾病休業な 

ど健康問題のリスクが（１００を超える値で）何パーセント起き 

やすいかを表したもの＜数値が高いほど高リスク＞ 

 

 



 その他報告  

「冬のおもしろ科学館２０２１」実施報告 

                                        教育研究所 

 

１．開催日 時：令和３年１２月１８日（土） １０：００～１５：４０ 

２．開催場 所：文化創造拠点シリウス１・３階 

３．来場者総数：１２３人 

 

来場者の年齢層（人） 

子
ど
も(

参
加
者) 

未就学児童 0人 ※1 

64人 

 

※１ 感染防止及び重症化回避の観点から、

来場をお断りした。 

※２ 感染経路不明の状況を防ぐため、不特

定多数の来場をお断りした。 

※３ 来場者把握のため、事前申請のあった

保護者のみ、同伴者として許可した。 

  

募集内訳  

申込総数 517人 

当選者数 72人 

当選倍率 7.2倍 
 

小学校１・２年 34人 

63人 小学校３・４年 21人 

小学校５・６年 8人 

中学生 1人 

大
人 

大学生 0人 ※2 

59人 保護者(同伴者) 59人 ※3 

その他 0人 ※2 

合  計 123人 

 

４．開催内容 

体験ブース出展 ものづくり・実験等のブース ３ブース 

出展協力団体（３団体）  

・企業、機関、NPO  ２団体（あうるの森、科学探検隊） 

・その他      １団体（おもしろ実験科学工作指導者セミナー修了生有志） 

 

５．運営体制 

担当課である教育研究所の所員が運営を行った。参加者を、３部制で 24 人ずつ募り、24人を 8 人

ずつの 3グループに分け、3ブースを順番に回って参加するという手法をとった。 

   

６．感想  

＜参加者＞ 

 〇楽しみにしていたタカラガイのストラップを、自力で仕上げられて嬉しかった。海岸で貝を探して

みたい。 

 〇おもしろいことがたくさんあって、その仕組みを知ることができて楽しかった。 

 〇磁石が浮いてくるくる回るのが不思議だった。紙コップロボットが、モーターで動いて嬉しかった。 

 〇小学校で学習する内容にも紐づけられていて、子どもと話しながら工作できた。 

 〇直接手を動かして学べる、貴重な体験だった。 

 〇コロナ禍で無くなっていた経験を子どもにさせてあげることができ、開催に感謝している。 

 ＜出展者＞ 

 〇会場は換気対策等が充実しており、安心して出展できた。 

 〇昨年の経験を生かした、出展者にも参加者にも配慮された開催方法だった。 

 〇他団体の出展を見て回れるとお互いの刺激になるが、ローテーション方式では時間がとれなかった。 

 〇同伴者も興味深そうに聞いていたので、それが子どもたちの今後にも影響すれば嬉しい。 


